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初めての児童が元気に入所

４月５日、南郷地域片貝地内の南郷保育所の開所

式、入所式が行われ、１歳から５歳までの５８名が

入所しました

まちの人口（平成２４年 4 月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,100 人（131人減）　男 8,799 人（60人減）　女 9,301 人（71人減）　世帯数 6,895世帯（24世帯減）　※（　）内は前月比
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南会津町当初予算平成２４年度
予算総額
168億1445万9千円

地方交付税民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

衛生費

商工費

消防費

農林水産業費

議会費 ほか

町税

町債

県支出金

国庫支出金

その他①

その他②

繰越金

諸収入

繰入金

一 般 会 計
113億4700万円（前年比△0.7％）

歳 出

主な新規事業等

雇用 ･ 経済 農林業 ･ 観光

生活 ･ 交通

地域づくり ･ 集落支援

教育 ･ 子育て

環境 ･ 新エネ

地方債（借金）の状況

歳 入
21億7454 万5千円

 （△ 9.2％）
65億7400 万円

（0.6％増）

上段：今年度当初予算額
下段：前年度との比較

上段：今年度当初予算額
下段：前年度との比較

14 億 2602 万 1千円
 （△ 0.3％）

7億 8626 万 4 千円
（6.8％増）

7億 5778 万 3 千円
（20.6％増）

4億 3989 万円
（△ 2.0％）

1億 2964 万 1 千円
（4.8％増）

1億 6559 万 1 千円
（△ 4.5％）     

2 億 1731 万円
（△1.2％）

8億 2050 万円
（△ 25.4％）

3000 万円
（0.0％）

17 億 7306 万 5 千円
 （△ 7.2％）

17 億 6274 万 4 千円
（△ 4.5％）

10 億 6917 万 5 千円
（3.7％増）

9億 5720 万 1 千円
（△ 3.0％）

6億 8615 万 1 千円
（1.3％増）

6億 2393 万 3 千円
（0.0％）

7億 6971 万 4 千円
（122.7％増）

5億 9478 万 1 千円
（13.0％増）

　　　　　　 　予算額

　　議会費 1 億 2432 万 5 千円（△ 21.8％）

災害復旧費 4 億 4465 万 8 千円（27,146.2％増）

　　労働費 1 億 3779 万 5 千円（△ 5.3％）

　予備費等 　　6293 万 6 千円（59.5％増）

使用料手数料　 1 億 3924 万円（△ 5.1％）
分担金負担金　　　3920 万円（△13.5％）
財産収入など　　　3887 万円（38.8％増）

地方譲与税　　　   2 億 230 万円（9.5％増）
地方消費税交付金   1 億 8000 万円（△ 0.3％）
自動車取得税交付金 　　  4240 万円（37.2％増）
地方特例交付金など 　　  1519 万円（△ 71.2％）

9億 3569 万 1 千円
（△13.6％）

　

町
で
は
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
町

の
条
例
に
基
づ
き
、
町
の
財
政
状
況

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算

の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
、
１
６
８
億
１
４
４
５

万
９
千
円
で
、
対
前
年
度
６
４
１
３
万

１
千
円
の
減
（
△
０･

４
％
）
と
な
り

ま
し
た
。

会 計 名 今年度当初予算 前年度当初予算 対前年比
国 民 健 康 保 険 21億8500万円 21億7800万円 0.3％

介 護 保 険 16億5480万円 16億6740万円 ▲0.8％

後 期 高 齢 者 医 療 2億1150万円 2億1000万円 0.7％

農林業集落排水事業 1億4800万円 1億5200万円 ▲2.6％

公 共 下 水 道 事 業 3億9300万円 3億8400万円 2.3％

簡 易 水 道 事 業 6億4400万円 6億2700万円 2.7％

水 道 事 業 2億3115万9千円 2億3619万円 ▲2.1％

会 計 名 前年度末残高
（見込）

今年度中増減見込 今年度末残高
（見込）起債見込額 元金償還見込額

一 般 会 計 162億3312万円 8億2050万円 15億5002万円 155億360万円

農林業集落排水事業 11億3421万円 0千円 7427万円 10億5994万円

公 共 下 水 道 事 業 24億4615万円 7130万円 1億1095万円 24億650万円

簡 易 水 道 事 業 25億5417万円 1億5600万円 1億9843万円 25億1174万円

水 道 事 業 10億9422万円 1800万円 6737万円 10億4485万円

全 会 計 234億6187万円 10億6580万円 20億104万円 225億2663万円

特別会計

雇用対策事業　　　　　　　　   137,285千円
がんばる企業･人材育成支援事業補助金　1,500千円
がんばる企業･創業支援事業  　　  41,240千円
プレミアム商品券発行補助金　　  24,040千円
新物流システム構築事業　　　　　9,461千円

新規就農総合支援事業　　　　    11,250千円
新規就農者雇用促進事業　　　　  2,880千円
森のエネルギー創出事業　　　　 20,618千円
きらら２８９「道の駅」開所事業　  5,984千円
風評被害対策事業　　　　　　　  22,300千円

町ホームページ更新事業　　　　　4,349千円
災害対策総合支援事業　　　　     22,302千円
防災備蓄用品整備事業　　　　　　1,315千円
消防車両更新事業　　　　　　　  19,950千円
公共交通対策事業　　　　　　　  20,393千円
地域乗合タクシー運行事業　　　 24,107千円

小水力発電地点調査事業　　　　 5,565千円
放射能対策事業　　　　    　　     6,958千円
生活排水対策事業　　　　 　　   17,489千円
住宅用太陽光発電システム設置費補助金　600千円
下水道整備事業（特別会計）　  180,715千円

田島地域給食センター運営事業　  29,029千円
学習サポート事業　　　　　　　  38,869千円
放課後児童対策事業　　　　　　  29,266千円
子ども医療費給付事業　　  　　   62,897千円
不妊･不育治療費助成事業　　 　　  800千円

集落応援交付金事業　　　　　   20,031千円
元気のでる地域づくり支援事業　  9,000千円
集落支援員設置事業　　　　  　　9,457千円
地域たすけあい除雪事業　　 　　 4,000千円

(新)

(新)
(新)
(新)
(新)

(新)
(新)
(新)
(新)

(新)
(新)

(新)

(新)

(新)
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事

動

人

異

２０１２
４月１日付、町の
人事異動をお知ら
せします
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課
長
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総
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工
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光
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）
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光
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▽
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▽
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兼
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兼
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友
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光
▽
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こ
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兼
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兼
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光
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▽
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▽
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兼
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▽
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光
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光
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【
課
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佐
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▽
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務
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補
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係
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補
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▽
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▽
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介
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▽
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▽
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興
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主
任
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（
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長
）
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和
▽
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合
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務
係
長
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総
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任
主
査
《
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ャ
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合
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ー
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▽
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》《
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
南
郷
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兼
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兼
主
任
保
育
士
）
馬
場
真
利
江

▽
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史
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▽
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大
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【
係
長
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当
職
】

▽
総
務
課
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書
係
長
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伊
南
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合
支
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振

興
課
主
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《
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協
議
会
担
当
》）
山
内

秀
剛
▽
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康
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祉
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介
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健
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▽
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郷
総
合

支
所
町
民
課
主
査
（
環
境
水
道
課
主
査
）

齋
藤
成
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主
査

（
税
務
課
主
査
）
平
野
哲
也
▽
び
わ
の
か

げ
保
育
所
保
育
技
査
（
舘
岩
幼
稚
園
主
任

教
諭
）
坂
田
美
和
▽
舘
岩
幼
稚
園
主
任
教

諭
（
伊
南
保
育
所
保
育
技
査
）
平
野
理
砂

▽
南
郷
保
育
所
保
育
技
査
（
富
田
保
育

所
保
育
技
査
）
馬
場
牧
子
▽
教
育
委
員

会
分
室
主
査
（
税
務
課
主
査
）
齋
藤
清

【
係
員
相
当
職
】

▽
総
合
政
策
課
副
主
査
（
総
合
政
策
課
主

事
）
佐
藤
亜
衣
▽
健
康
福
祉
課
副
主
査
（
税

務
課
副
主
査
）
渡
邊
貴
恵
▽
健
康
福
祉
課

副
保
健
技
査
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）
坂

内
良
平
▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
副
主
査

（
農
林
課
副
主
査
）
室
井
隆
宏
▽
南
郷
総

合
支
所
町
民
課
副
主
査
（
南
郷
総
合
支
所

町
民
課
主
事
）
平
野
宗
則
▽
南
郷
保
育

所
副
保
育
技
査
（
山
口
保
育
所
副
保
育

技
査
）
五
十
嵐
千
賀
▽
総
務
課
主
事
（
会

計
室
主
事
）
玉
川
茜
▽
税
務
課
主
事
（
図

書
館
主
事
）
山
口
真
央
▽
健
康
福
祉
課
主

事
（
総
務
課
主
事
）
星
貴
晴
▽
生
涯
学

習
課
兼
図
書
館
主
事
（
生
涯
学
習
課
主

事
）
成
田
和
美
▽
総
合
歴
史
民
俗
文
化

財
保
存
施
設
主
事
（
商
工
観
光
課
主
事
）

渡
部
竹
美
▽
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
保

健
師
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）
土
橋
一

馬
▽
伊
南
保
育
所
保
育
士
（
び
わ
の
か

げ
保
育
所
保
育
士
）
馬
場
美
沙
子

【
技
能
労
務
職
】

▽
田
部
原
保
育
所
主
任
調
理
員
（
び
わ
の

か
げ
保
育
所
主
任
調
理
員
）
馬
場
幸
枝
▽

伊
南
保
育
所
主
任
調
理
員
（
富
田
保
育
所

主
任
調
理
員
）
酒
井
浩
行
▽
南
郷
保
育
所

主
任
調
理
員（
山
口
保
育
所
主
任
調
理
員
）

齋
藤
公
一
▽
田
島
中
学
校
用
務
員
（
檜
沢

中
学
校
用
務
員
）
堀
貴
代

【
派
遣
】

▽
一
般
財
団
法
人
南
会
津
町
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長　

山
根
博
（
総
務
課

主
幹
）
▽
南
会
津
町
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長　

渡
部
浩
治
（
総
務
課
長
補
佐
）

▽
福
島
県　

須
江
健
太
（
総
務
課
主
査
）

◇
新
規
採
用

▽
健
康
福
祉
課
主
事 

津
吹
雅
之
▽
健
康

福
祉
課
保
健
師　

小
寺
理
奈
▽
健
康
福

祉
課
保
健
師　

星
佳
奈
子
▽
環
境
水
道

課
主
事 

大
竹
喜
成
▽
会
計
室
主
事 

齋
藤

大
也
▽
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
保
健
師 

星
真
由
美

◇
退
職
（
３
月
31
日
付
）

渡
部
俊
夫
（
参
事
兼
議
会
事
務
局
長
）
星

惠
助
（
環
境
水
道
課
長
）
馬
場
増
男
（
舘

岩
総
合
支
所
長
）
酒
井
敬
三
（
伊
南
総

合
支
所
振
興
課
長
）
鈴
木
雄
一
（
図
書

館
主
任
主
査
兼
事
業
係
長
）
佐
藤
美
千

（
健
康
福
祉
課
主
任
保
健
技
査
兼
健
康
増

進
係
長
）
星
美
佐
子
（
伊
南
総
合
支
所

町
民
課
主
任
保
健
技
査
）
今
田
直
美
（
舘

岩
総
合
支
所
町
民
課
保
健
技
査
）
室
井

利
彦
（
田
島
中
学
校
主
任
用
務
員
）
谷

口
敬
子
（
田
部
原
保
育
所
主
任
調
理
員
）

佐
野
美
乃
（
伊
南
保
育
所
主
任
調
理
員
）

木
下
さ
ゆ
り
（
総
務
課
副
主
査
）
有
賀

優
（
健
康
福
祉
課
保
健
師
）

半世紀の歴史に幕

山口保育所・富田保育所

　３月１７日（土）、町立保育所の満了式
が行われ、年長組の児童が保育所の思い
出を振り返りながら、元気な１年生にな
ることを誓いました。

　４月から南郷保育所に統合された山口・
富田の両保育所では最後の満了式となり、
山口保育所は４７年、富田保育所は４６
年の歴史に幕が下ろされました。

富田保育所最後の満了児 山口保育所最後の満了児
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平
成
24
年
３
月
２
日
、
御
蔵
入
交
流
館
に
お
い

て
、『
平
成
23
年
度
南
会
津
町
教
育
委
員
会
表
彰
式
』

が
行
わ
れ
、
町
の
教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

奨

励

賞

▼
五
十
嵐　

開
（
第
28
回
全
国
少
年
少
女

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼
湯

田
那
優
太
（
第
21
回
福
島
県
少
年
空
手
道

選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
湯
田
大
翔
（
第

19
回
関
東
甲
信
越
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
・
２
位
）
▼
菊
地
朝
仁
（
第
63
回
県

総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
小
４
男
子

▼
星　

正
信
（
平
成
16
年
4
月
か
ら
平

成
23
年
3
月
ま
で
舘
岩
小
学
校
お
よ
び

舘
岩
中
学
校
父
母
と
教
師
の
会
会
長
と

し
て
７
年
間
在
職
）

▼
角　

和
子
（
平
成
19
年
５
月
か
ら
平

成
23
年
５
月
ま
で
南
会
津
町
教
育
委
員

会
教
育
委
員
と
し
て
４
年
間
在
職
）

▼
野
中
英
昭
（
平
成
20
年
4
月
か
ら
平

成
23
年
４
月
ま
で
檜
沢
小
学
校
父
母
と

教
師
の
会
会
長
と
し
て
３
年
間
在
職
）

大
回
転
・
優
勝 

他
）
▼
渡
部
雄
飛
（
第

21
回
福
島
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
・

優
勝
）
▼
星　

友
里
江
（
平
成
23
年
度
福

島
県
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
大
会
女
子
Ｃ
１

０
０
ｍ
・
優
勝
）
▼
五
十
嵐
壮
志
（
第
64

回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会
ク
ロ

カ
ン
中
１
男
子
・
優
勝
）
▼
菅
家
亜
紀

（
第
54
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ

ー
競
技
大
会
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
中
丸

菜
緒
（
第
54
回
福
島
県
中
学
校
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
大
会
女
子
大
回
転
・
優
勝 

他
）
▼
平
野　

亨
（
第
63
回
県
総
体
ス
ポ

少
ス
キ
ー
競
技
大
会
中
３
男
子
大
回
転
・

優
勝 

）
▼
角　

育
美
（
第
64
回
県
総
体

ス
キ
ー
競
技
大
会
女
子
フ
リ
ー
・
優
勝
）

▼
湯
田　

光
（
第
66
回
国
民
体
育
大
会
レ

ス
リ
ン
グ
競
技
・
５
位
）
▼
猪
股
樹
希
亜

（
第
66
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
・
５
位
）
▼
大
竹
真
南
斗
（
東
北
高
等

学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
３
位
）

▼
湯
田
雅
暉
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
北
海
道
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
・
優
勝
）
▼

小
椋
慎
也
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
北
海
道
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
・
３
位
）
▼
福

田
祐
樹
（
全
国
高
校
生
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

ス
タ
イ
ル
選
手
権
大
会
・
５
位
）
▼
町
島

尚
哉
（
県
総
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
少
年
男

子
・
優
勝
）
▼
樋
口
麻
弥
（
第
8
回
東
北

高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
抜
大
会
・
団
体
優

勝
）
▼
大
山　

瑠
（
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会
男
子
大
回
転
・

優
勝 

他
）
▼
菊
地
拓
也
（
第
64
回
県
総

体
ス
キ
ー
競
技
大
会
少
年
男
子
大
回
転
・

優
勝
）
▼
湯
田
浩
成
（
第
38
回
東
北
総
合

体
育
大
会
空
手
道
競
技
・
３
位
）
▼
湯
田

智
浩
（
第
47
回
和
道
会
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会
・
３
位
）
▼
渡
部
沙
織
（
第
６
回

全
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
・
２
位
）
▼
五
十
嵐
大
介
（
第
11

回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

権
大
会
・
優
勝
）
▼
湯
田
善
吉
（
第
59
回

全
日
本
社
会
人
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
・
優
勝
）
▼
長
谷
川
礼
音
（
第
35
回
子

ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
《
福
島
県
支
社
コ

ン
ク
ー
ル
》・
最
優
秀
賞 

他
）
▼
馬
場
比

呂
（
第
35
回
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

《
福
島
県
支
社
コ
ン
ク
ー
ル
》・
最
優
秀

賞
）
▼
馬
場
菜
美
恵
（
第
55
回
福
島
県
書

き
初
め
展
・
書
き
初
め
大
賞
）
▼
橘　

愛

（
第
56
回
福
島
県
た
な
ば
た
展
・
た
な
ば

た
大
賞
）
▼
湯
田
絵
美
子
（
第
56
回
福
島

県
た
な
ば
た
展
・
た
な
ば
た
大
賞
）
▼
阿

部
美
沙
（
第
28
回
福
島
県
商
業
高
等
学
校

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
・
最
優
秀

賞
）
▼
五
十
嵐
美
希
（
第
７
回
「
地
域
の

伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ
ス
ト
・
佳

作
）
▼
星　

優
里
奈
（
全
国
高
等
学
校
Ｉ

Ｔ
・
簿
記
選
手
権
大
会 

Ｉ
Ｔ
部
門
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
団
体
３
位
）
▼
柏
倉
亜

季
（
第
64
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
・

金
賞
）
▼
湯
田
美
香
子
（
同
）
▼
室
井
美

穂
（
同
）

 

功
労
表
彰

 

功
績
表
彰

平
成
23
年
度

南
会
津
町
教
育
委
員
会
表
彰

復興の誓いを新たに･･･

復
興
の
誓
い

　
２
０
１
２
in
南
会
津

「３.11」の文字などを描いたキャンドルナイト

力強い演奏で来場者に元気と勇気を与えた龍巳会

雪の中希望の明かりをじっと見つめる兄弟

　

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
ち
ょ
う
ど

１
年
と
な
る
３
月
11
日
、「
３
・
11
ふ

く
し
ま
復
興
の
誓
い
２
０
１
２
in
南
会

津
」
が
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
、
地
域
住
民
や
ス
キ
ー
客
ら
が
震
災

の
犠
牲
者
に
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
復
興
に
向
け
て
歩
み
続
け
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
誓
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
で
は
、

震
災
が
発
生
し
た
午
後
２
時
46
分
に
リ

フ
ト
の
運
転
を
停
止
し
、
来
場
者
全
員

で
黙
と
う
を
し
て
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
龍
巳
会
の
勇
壮
な

和
太
鼓
演
奏
の
ほ
か
、
本
町
出
身
の
ソ

プ
ラ
ノ
声
楽
家
阿
部
祥
子
さ
ん
と
地
元

コ
ー
ラ
ス
の
合
唱
、
本
町
出
身
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
廣
野
有
紀
さ
ん

の
歌
、
息
吹
の
舞
踊
な
ど
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
で
は
、
地
元
の

小
中
学
生
や
来
場
者
が
復
興
へ
の
願
い

を
書
き
込
ん
だ
約
２
５
０
０
個
の
キ
ャ

ン
ド
ル
で
「
３
・
11
」
や
「
希
望
」
な

ど
の
文
字
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
雪
が
降
る
冬
の
夜
空
に
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
は
終

了
し
ま
し
た
。

犠牲者の冥福を祈りスキー場来場者全員で黙とう
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大宅町長から表彰状を受ける渡部さん

受賞報告に訪れた羽田代表（中央）

幻想的な明かりを見つめる来場者

南会津の写真を見つめる来場者

九十九里地域観光連盟の情報誌「燦夢の詩」

卒業証書を授与される卒業生（南郷第二小学校）

　３月２３日、町内の９町立小学校で卒業式が行
われ、１５３名の児童が小学校を巣立ちました。
　４月から統合して南郷小学校となる南郷第一、
第二の両小学校では、最後の卒業式となりました。
　南郷第一小学校では、鈴木義男校長先生から
１４名の卒業生に卒業証書が授与されました。卒
業生は、在校生へのメッセージで「南郷一小最後
の卒業生として誇りを持って生きていく」と力強
く誓い、最後に元気よく校歌を斉唱しました。
　南郷第二小学校では、尾形慎一郎校長先生が
１１名の卒業生に卒業証書を授与した後、「空を飛
ぶことができたのは心の底からそうなることを願
った人が全力で挑戦したからです。これから先つ
らく厳しいことがありますが、決してあきらめず
全力で挑戦してください」と卒業生を激励しました。

　町内の６町立中学校で卒業式が行われ、１７５
名の生徒に卒業証書が授与されました。
　田島中学校では、玉川邦夫校長先生が８１名の
卒業生に卒業証書を授与し、「３．１１から１年。
『あたりまえ』がかけがえのないものだというこ
とを再認識した。人は一人ではがんばりきれない。
さまざまな人の支えを忘れず、周囲への感謝の気
持ちを忘れないでほしい。人との関わりがあって
こそ成長できる。自分らしさを大切にいろいろな
人と出会って大きくなってください」と式辞を述
べました。
　

１５３名が学び舎を後に

誇りと希望を胸に

南郷一小、二小では最後の卒業式

１７５名が中学校を卒業

校長先生の式辞を聞く卒業生（南郷第二小学校）

校長先生の式辞を聞く卒業生（田島中学校）

校歌を斉唱する卒業生（南郷第一小学校）

　

去
る
３
月
15
日
に
日
本
教
育

会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

行
わ
れ
た
「
平
成
23
年
度
全
国

そ
ば
優
良
生
産
表
彰
集
団
の
部
」

で
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

さ
れ
た
㈲
Ｆ
．Ｋ
．フ
ァ
ー
ム
の

羽
田
正
代
表
取
締
役
が
、
３
月

26
日
、
町
長
室
を
訪
れ
て
大
宅

町
長
ら
に
受
賞
を
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
そ
ば
の
生
産

活
動
に
顕
著
な
成
果
を
有
し
、

品
質
向
上
や
低
コ
ス
ト
に
努
め

る
な
ど
他
の
模
範
と
な
る
生
産

農
家
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
地

域
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て

の
生
産
拡
大
や
不
利
な
農
地
条

件
を
克
服
し
た
経
営
へ
の
取
り

組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

　

町
内
文
化
団
体
の
活
性
化
と

薫
り
豊
か
な
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に
、
平
成
23
年
度
に

南
会
津
町
文
化
振
興
奨
励
事
業

制
度
が
設
け
ら
れ
、
初
年
度
は

田
島
吹
奏
楽
団
が
奨
励
団
体
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
３
月
26
日
に

町
長
室
に
お
い
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
、、
同
楽
団
代
表
の
渡
部

正
一
さ
ん
に
表
彰
状
と
奨
励
金

10
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
本
奨
励
事
業
制
度

は
継
続
さ
れ
、
団
体
の
活
動
状

況
や
町
の
文
化
振
興
へ
の
貢
献

度
、
広
域
的
な
活
動
な
ど
を
総

合
的
に
評
価
し
、
奨
励
団
体
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

　

ひ
の
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る

桧
沢
公
民
館
を
会
場
に
、
震
災

１
周
年
追
悼
集
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
会
員
や
近
所
に
住
ん
で

い
る
方
々
が
集
ま
り
、
午
後
２

時
46
分
の
黙
と
う
後
に
、
各
々

雪
灯
篭
作
り
を
行
い
、
日
が
沈

む
と
同
時
に
、
一
斉
に
手
作
り

の
雪
灯
篭
に
点
火
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
雪
原
に
広
が
る

幻
想
的
な
景
色
を
哀
悼
の
思
い

を
胸
に
見
つ
め
な
が
ら
、
犠
牲

者
の
冥
福
と
一
日
も
早
い
復
興

を
願
い
ま
し
た
。

　

千
葉
県
の
東
部
に
位
置
す
る

山
武
市
と
南
会
津
町
の
交
流

は
、
合
併
前
の
旧
成
東
町
と
旧

舘
岩
村
時
代
に
始
ま
り
、
現
在

も
、
地
域
の
情
報
交
換
の
ほ
か
、

お
互
い
に
行
き
来
し
な
が
ら
交

流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
交
流
の
様
子
が
山

武
市
を
含
む
九
十
九
里
地
域
観

光
連
盟
が
発
行
し
て
い
る
情
報

誌
「
燦さ

ん

む夢
の
詩
」
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

燦
夢
の
詩
は
、
本
庁
お
よ
び

各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
写
真
家
連
盟
は
、
さ

い
た
ま
市
の
フ
ォ
ト
彩
路
写
真

展
「
自
然
讃
歌
」
に
、
風
評
を

払
拭
し
よ
う
と
南
会
津
の
美
し

い
写
真
を
出
展
し
、
来
場
者
に

南
会
津
の
四
季
の
す
ば
ら
し
さ

を
伝
え
ま
し
た
。

㈲
Ｆ
．Ｋ
．フ
ァ
ー
ム

  

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

町
文
化
振
興
奨
励
団
体

 

田
島
吹
奏
楽
団〝
第
１
号
〟

地
域
の
方
々
と

　

一
周
年
追
悼
集
会

海
の
町〝
山
武
市
〟

　
　
　
　

  

と
の
交
流

美
し
い
写
真
で

  

南
会
津
の
魅
力
を
発
信

で
す
。

　

現
在
は
、
47　
ha
の
圃
場
で
福

島
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
会

津
の
か
お
り
」
を
生
産
し
、
代

表
の
羽
田
さ
ん
は
、
ブ
ラ
ン
ド

化
等
を
推
進
す
る
た
め
の
「
南

会
津
そ
ば
振
興
協
議
会
」
の
設

立
に
尽
力
す
る
な
ど
、
そ
ば
生

産
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
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て
、
申
請
に
基
づ
き
町
が
審
査
し
、
指
定

　

を
受
け
た
企
業

■
補
助
金
の
種
類

①
研
修
会
等
参
加
経
費
支
援
事
業
補
助
金

　

事
業
者
の
業
界
団
体
が
開
催
す
る
専
門
的

　

か
つ
実
践
的
な
教
育
訓
練
等
に
、
従
業
員

　
（
町
民
）
を
参
加
さ
せ
る
場
合

②
研
修
会
等
開
催
経
費
支
援
事
業
補
助
金

　

事
業
者
自
ら
が
、
従
業
員
（
町
民
）
を
対

　

象
と
し
た
研
修
会
等
を
開
催
す
る
場
合

③
資
格
取
得
経
費
支
援
事
業
補
助
金

　

従
業
員
（
町
民
）
が
仕
事
に
結
び
つ
く
た

　

め
の
資
格
（
国
家
資
格
《
車
両
等
運
転
免

　

許
を
除
く
。》及
び
国
家
検
定《
技
能
検
定
》）

　

を
取
得
す
る
場
合

■
補
助
金
の
額

　

補
助
金
の
種
類
ご
と
に
、
補
助
対
象
経
費

　

の
２
分
の
１
以
内
、
上
限
額
10
万
円

■
支
払
方
法

　

対
象
事
業
等
終
了
後
、
実
績
に
応
じ
支
払

　

い
。　

　

所
定
の
様
式
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
本
庁
商
工
観
光
課
お
よ
び
各

　

総
合
支
所
振
興
課
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
の
受
付
お
よ
び
審
査
会
は
、
随
時
行

　

っ
て
い
ま
す
。

　

本
庁
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

 　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課
総
務
係　
　
　
　

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
１

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課
総
務
係　
　
　
　

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
１
１
１

　

町
で
は
、
町
の
景
観
と
調
和
し
た
木
造
住

宅
や
車
庫
等
を
新
増
築
ま
た
は
修
景
整
備
さ

れ
る
方
に
、
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
木
造
住
宅
、
車
庫
等
を
新

　

増
築
ま
た
は
修
景
整
備
さ
れ
る
個
人

■
支
給
要
件　

　

町
内
業
者
が
施
工
し
、
町
の
整
備
基
準
に

　

合
っ
て
い
る
こ
と
。（
新
増
築
の
場
合
は
、

　

地
元
木
材
を
お
お
む
ね
60
％
以
上
使
用
。）

　

着
工
前
に
、
所
定
の
申
請
書
を
本
庁
商
工

　

観
光
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課
へ
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
奨
励
金
の
支
給
等　

　

支
給
対
象
の
住
宅
等
の
完
成
後
、
町
商
工

　

会
等
が
発
行
す
る
商
品
券
で
支
給
し
ま
す
。

　
（
上
限
50
万
円
。）

　

本
庁
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

 

今
春
卒
業
の
中･

高
校
生
採
用
企
業
を
支
援

 『
新
規
学
卒
者
枠
』
を
新
設

　

町
は
、
創
業
・
事
業
拡
大
に
伴
い
、
新
規

に
町
民
を
１
人
以
上
正
規
雇
用
す
る
企
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
・
事
業
拡
大
等
に
伴
い
、
新
規
に
町

　

民
を
１
人
以
上
正
規
雇
用
し
、
か
つ
、
社

　

会
保
険
適
用
事
業
所
で
風
俗
営
業
者
、
公

　

的
団
体
等
及
び
建
設
業
者
等
を
除
く
次
に

　

定
め
る
企
業
で
あ
っ
て
、
申
請
に
基
づ
き

　

町
が
審
査
し
、
指
定
を
受
け
た
企
業

①
施
設
補
助
型
企
業　

　

拠
点
を
本
町
に
有
し
、　

従
業
員
が
主
に
町

　

民
で
あ
る
南
会
津
町
商
工
会
会
員
の
企
業

②
雇
用
奨
励
型
企
業　

 

　

製
造
業
を
営
む
企
業

③
新
規
学
卒
者
枠　

 
　

①
の
条
件
を
満
た
す
企
業
で
、
今
春
卒
業

　

の
中
学
生
・
高
校
生
を
正
規
雇
用
す
る
企

　

業
（
自
営
業
を
除
く
。）

■
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
金
の
額

①
施
設
補
助
型
企
業

　

施
設
や
設
備
に
係
る
施
設
整
備
費
で
、
補

　

助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内
、
上
限

　

額
２
０
０
万
円

　

①
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る
相
談
（
相

　

続
、
遺
言
、
財
産
管
理
等
委
任
契
約
、
任

　

意
後
見
契
約
、
不
動
産
賃
貸
借
契
約
、
売

　

買
契
約
、
債
務
弁
済
契
約
、
そ
の
他
の
契

　

約
な
ど
）、
②
私
文
書
や
会
社
定
款
の
認
証

　

に
関
す
る
相
談
、
③
確
定
日
付
の
付
与
に

　

関
す
る
相
談

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
会
津
若
松
公

　

証
役
場
ま
で
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

０
２
４
２
（
３
７
）
１
９
５
５

　

会
津
若
松
公
証
役
場
で
は
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
公
証
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
い
、
ま
た
、
公
証
役
場
の
業
務
内
容
を
広

く
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

無
料
公
証
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

４
月
16
日
（
月
）、
17
日
（
火
）、
19
日
（
木
）、

　

20
日
（
金
）

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　
（
会
津
若
松
市
滝
沢
町
５
番
40
号 

市
原
ビ

　

ル
１
階
）

　

消
防
団
の
団
結
と
規
律
を
維
持
し
、
団
員

の
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防
の
任
務
を
全

う
す
る
た
め
、
春
季
検
閲
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
日
々

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
消
防
団
員
の
勇
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
４
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

　

南
会
津
町
田
島
字
中
町
地
内
国
道
１
２
１

　

号
お
よ
び
御
蔵
入
交
流
館

　
（
雨
天
の
場
合
は
、
田
島
体
育
館
が
会
場
と

　

な
り
ま
す
。）

※
当
日
の
午
前
７
時
40
分
～
午
前
９
時
ま
で
、

　

国
道
１
２
１
号
の
一
部
（
駅
前
交
差
点
～

　

東
町
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
）
が
交
通
規
制

　

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
住
民
生
活
課
消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
総
務
係　
　
　
　

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
０

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

４
月
24
日
（
火
）、
５
月
22
日
（
火
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

 　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
売
買
や
相
続
に
よ
っ
て
新
た
に
森
林
の

土
地
所
有
者
と
な
ら
れ
た
方
は
、
市
町
村
長

へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
等

　

に
よ
り
森
林
を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

※
面
積
に
関
わ
ら
ず
90
日
以
内
に
届
出
が
必

　

要
で
す
。

　

本
庁
農
林
課
林
政
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
２
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
農
林
建
設
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課
農
林
建
設
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
７

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課
農
林
建
設
係
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開
催
の
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日場

申

申

場

南山の桜と歴史めぐりウォーク２０１２

春を味わい歴史をめぐる･･･
一緒に春を楽しんでみませんか

５ (雨天決行)木 祝/３
受付 9：00～10：00　スタート 10：30

御蔵入交流館駐車場

平成２４年４月２７日（金）

（未就学児無料）

５００名

５００円

８キロコース、１２キロコース

南会津町桜ウォーク実行委員会
（南会津町観光物産協会内）

ＴＥＬ0241-62-3000 ＦＡＸ0241-62-2910

〒967-0006 南会津町永田字枇杷ノ影２

集合受付

募集定員

募集締切

参 加 費

申 込 み
問 合 せ

コ ー ス
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■問い合わせ　本庁総合政策課地域振興係　℡ 0241-62-6240

団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

現 行 184,000円 112,000円 78,000円 65,000円 36,000円 27,000円 22,000円

変 更 後 200,000円 115,000円 80,000円 67,000円 48,000円 35,000円 27,000円

手数料を徴収する事項 手数料の金額
通数･件数 旧料金 新料金

住民票・戸籍の附票 １通につき ３５０円 ３００円
住民票記載事項証明 １通につき ３５０円 ３００円
住民票の広域交付 １通につき ３５０円 ３００円
住民基本台帳の閲覧 １件につき ３５０円 ３００円
外国人登録事項証明書 １通につき ３５０円 ３００円
印鑑登録・印鑑登録証明書 １通につき ３５０円 ３００円
身分に関する証明 １通につき ３５０円 ３００円

手数料を徴収する事項 手数料の金額
通数･件数 旧料金 新料金

所得証明書 １通につき ３５０円 ３００円
課税証明書 １通につき ３５０円 ３００円
納税証明書 １通につき ３５０円 ３００円
資産証明書(資産集計表) １通につき ３５０円 ３００円
評価証明書 １通につき ３５０円 ３００円
名寄せ写し １通につき ５５０円 ５００円
公簿・字限図閲覧 １回につき ３５０円 ３００円

住民基本台帳の閲覧状況を公表します

運転免許証自主返納支援事業のお知らせ 町消防団員報酬が増額されます

窓口の交付手数料が引き下げとなります

　住民基本台帳法の規定により、住民基本台帳の一部の写しの閲覧の状況を公表することになっ
ていますので、下記のとおり公表します。

　町の公共交通対策協議会では、公共交通の更なる利用促進と高齢者運転の事故防止を図る
ことを目的として、自動車運転免許証の自主返納者に対し、鉄道、バス、乗合タクシー等の
運賃を支援しています。

　南会津町手数料徴収条例の一部改正により、平成２４年４月１日から、
窓口交付等に係る手数料が次のとおり改正となりました。

※戸籍謄本など左記以外
　の交付手数料は、これ
　までどおりです。

※評価額通知書・納税証
　明書(車検用)について
　は、これまでどおり無
　料です。

■問い合わせ
　本庁住民生活課 ℡ 0241-62-6120　　本庁税務課 ℡ 0241-62-6110　　舘岩総合支所町民課 ℡ 0241-78-3325

　伊南総合支所町民課 ℡ 0241-76-7712　　南郷総合支所町民課 ℡ 0241-72-2225

　誇りを胸に地域を守る消防団員は、火災の消
火活動をはじめ、遭難者捜索や大規模災害時の
救助、復旧支援など幅広く活躍しており、昨年
の大災害でその重要性が再認識されましたが、
町消防団の団員数は減少傾向にあります。
　そこで町では、消防団員の待遇を改善するた
め、他の町村に比べ低水準となっていた消防団
員年額報酬を、階級別に2,000円～16,000円引
き上げることにしました。

◆ 閲覧期間　平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日まで

◆ 国又は地方公共団体の機関の請求（住民基本台帳法第11条第3項）によるもの

　 該当なし

◆ 対象者･･･ ６５歳以上で、福島県公安委員会から運転免許証経歴証明書の交付を受けた方

　　　　　 　※平成２３年４月以降に交付を受けた方が対象になりますので、ご注意く
　　　　　 　　ださい。

◆ 支援期間･･･ 一人に対して５年間

◆ 支援内容･･･ 一人当たり年間15,000円分の各交通機関の共通利用券(回数券)を交付

◆ 対象となる公共交通機関･･･ 会津鉄道㈱、野岩鉄道㈱、会津乗合自動車㈱田島営業所･

　　　　　　　　　　　　　   山口営業所、町内タクシー事業者

　　　　　　　　　　　　　  ※ 各乗合タクシーにも利用できます。

◆ 個人又は法人の申出（住民基本台帳法第11条の2第12項）によるもの

申出人の氏名（法人の場
合はその名称および代表
者等の氏名）

利用目的の概要 閲覧の年月日
閲覧にかかる
住民の範囲

日本放送協会（ＮＨＫ）
営業局長　畑中富雄

「テレビ放送に関する
アンケート」の対象
者抽出のため

平成24年1月13日
南会津町丹藤・藤生・角
生地区の満16歳以上の男
女24名

日本たばこ産業株式会社
たばこ事業本部情報部長
田中康司

「2012年全国たばこ喫
煙率調査」の対象者
抽出のため

平成24年1月13日

南会津町永田・中荒井地
区の大正11年5月1日～平
成4年4月30日生まれの男
女20名

◆ 申込み･･･ 運転経歴証明書を本庁総合政策課まで持参し、

　　　　　　申込みをしてください。

◆ 利用方法･･･ 本人以外は利用できません。
　　　　　　　 利用者は、対象となる交通機関を利用する

　　　　　   際、共通利用券を金券として利用できます。そ
　　　　　　 の際、利用券に対しての釣銭はありません。

　　　　　　　 また、利用券は1年間の有効期限があります

　　　　　　 ので、ご注意ください。 運転経歴証明書の見本

消防団員年額報酬

●住民生活課・総合支所町民課関係

●税務課・総合支所町民課関係
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飼い犬の管理は飼い主の責任です

実施日 ５月８日（火）

今　生
枇杷の影運動公園
駐車場（永田橋下）

9：10 ～ 9：20

永　田
鷲神社前 9：30 ～ 9：40

林業研修センター前  9：45 ～ 9：55

高　野

生活改善センター前 10：05 ～ 10：15

猪股和美様宅前 10：20 ～ 10：30

佐藤和一様宅前 10：35 ～ 10：45

下塩江 林業研修センター前 10：55 ～ 11：05

上塩江 多目的集会センター前 11：10 ～ 11：20

福米沢
八巻昭夫様宅前 11：25 ～ 11：35

桧沢中学校入口駐車場 11：40 ～ 11：50

金井沢 多目的集会センター前 13：10 ～ 13：20

大豆渡 大豆渡消防屯所前 13：30 ～ 13：40

黒　沢 旧静川郵便局前 13：45 ～ 13：55

針　生

青少年旅行村中央管理棟前 14：05 ～ 14：15

針生消防屯所前 14：20 ～ 14：30

平野オチウ様宅前 14：35 ～ 14：45

石橋バス停前 14：50 ～ 15：00

実施日 ５月９日（水）

藤　生
藤生集会センター前 9：10 ～ 9：25

上野ふれあいセンター前 9：30 ～ 9：45

古　今 生活改善センター前 9：50 ～ 10：05

糸　沢 林業研修センター前 10：15 ～ 10：30

滝　原
猪俣力三様宅前 10：40 ～ 10：55

君島正博様宅前 11：00 ～ 11：15

萩　野 萩野集会所前　 11：25 ～ 11：35

羽　塩 林業研修センター前 11：45 ～ 11：55

関　本 農村環境改善センター前 13：10 ～ 13：30

川　島 渡部正之様宅前 13：40 ～ 14：00

中荒井
旧中荒井住宅跡地 14：10 ～ 14：30

生活改善センター前 14：40 ～ 15：00

実施日 ５月１０日（木）
西　町 西町消防屯所前 9：10 ～ 9：20

新　町 ㈲東部自動車整備工場様前 9：30 ～ 9：50

松　下 町営住宅水防倉庫前 10：00 ～ 10：15

大町・丹藤 行司ＮＨＫ中継所前 10：25 ～ 10：40

丹　藤 丹藤公民館前 10：50 ～ 11：05

折橋・宮本 折橋林業研修センター前 11：15 ～ 11：30

上中町・後原
中町・上町

田島体育館前 13：00 ～ 13：20

役場本庁舎前 13：25 ～ 13：55

本町・東町
・横町

南会津保健福祉事務所前 14：05 ～ 14：55

横　町
（南下原地内）

山本敏廣様宅前 15：05 ～ 15：15

実施日 ５月１３日（日）

田島地域の方で、上記４日間に受けられなかった場

合は、下記のいずれかの会場で受けてください。

田　島 役場本庁舎前 9：00 ～ 9：50

荒　海 農村環境改善センター前 10：10 ～ 10：55

桧　沢 桧沢地区公民館前 11：15 ～ 12：00

実施日 ５月１１日（金）
田　部 生活改善センター前 9：10 ～ 9：30

水　無
渡部秀一様宅前 9：40 ～ 9：50

湯田安市様宅前 10：00 ～ 10：15

栗生沢 生活改善センター前 10：25 ～ 10：40

小出原
室井運吉様宅前 10：50 ～ 11：00

津田清様宅前 11：10 ～ 11：20

長　野
(有 )南会津農産前 13：00 ～ 13：10

長野林業研修センター前 13：20 ～ 13：35

田部原
１・２

田部原第二地区集会所前 13：45 ～ 14：00

田部原コミュニティーセンター前 14：10 ～ 14：25

実施日 ４月２３日（月）
木　伏 木伏集会所前 9：30 ～ 9：40

大　橋 大橋集会所前 9：50 ～ 10：00

山　口 南郷体育館前 10：10 ～ 10：30

台板橋 台板橋集会所前 10：40 ～ 10：50

鴇　巣 鴇巣集会所前 11：00 ～ 11：10

宮　床 宮床集会所前 11：20 ～ 11：30

界 界公民館前 11：40 ～ 11：50

片　貝 片貝集会所前 13：10 ～ 13：20

下　山 下山集会所前 13：30 ～ 13：40

和泉田 和泉田改善センター前 13：50 ～ 14：10

東 東集会所前 14：30 ～ 14：40

実施日 ４月２４日（火）
木　賊 木賊生活改善センター前 9：00 ～ 9：10

上ノ原 停留所前 9：15 ～ 9：20

小高林 小高林公民館前 9：25 ～ 9：30

助木生 星信夫様宅前 9：35 ～ 9：40

穴　原 停留所前 9：45 ～ 9：55

たのせ 停留所前 10：00 ～ 10：05

塩ノ原 芳賀ウメノ様宅前 10：10 ～ 10：20

福　渡
芳賀芳男様宅前 10：30 ～ 10：40

芳賀博之様宅前 10：40 ～ 10：50

松戸原 舘岩総合支所前 11：00 ～ 11：10

戸　中 戸中集会所前 11：15 ～ 11：25

熨斗戸 盛清隆様宅前 11：35 ～ 11：45

伊与戸 星隆様宅前 11：50 ～ 11：55

押　戸 橘健作様宅前 13：20 ～ 13：25

貝　原 貝原公民館前 13：30 ～ 13：40

湯ノ花
星健一様宅前 13：50 ～ 14：00

湯ノ花温泉交流センター前 14：00 ～ 14：10

水　引 水引公民館前 14：20 ～ 14：25

実施日 ４月２５日（水）
番　屋 ごみ集積所前 9：05 ～ 9：10

岩　下
岩下交流促進センター前 9：15 ～ 9：25

みどりや商店様前 9：25 ～ 9：35

精　舎 精舎集会所前 9：40 ～ 9：45

井　桁 井桁集会所前 9：50 ～ 10：00

会津高原 ペンション大きな栗の木様前 10：10 ～ 10：20

高杖原 高杖原集会所前 10：25 ～ 10：40

八　総 阿久津政臣様宅前 10：45 ～ 10：55

森　戸 星定一様宅前 11：00 ～ 11：10

実施日 ４月２６日（木）
多々石 山の学習体験交流センター前 9：30 ～ 9：35

青　柳 青柳生活改善センター前 9：45 ～ 9：55

小　塩 小塩集会所前 10：00 ～ 10：10

宮　沢 宮沢集会所前 10：15 ～ 10：20

浜　野 川の学習体験交流センター前 10：25 ～ 10：35

白　沢 旧白沢公民館跡 10：45 ～ 10：55

古　町 上町公民館前 11：10 ～ 11：30

耻　風 スクールバス待合所 12：30 ～ 12：40

大　原 渡部進様宅前 12：50 ～ 12：55

小立岩 平野哲様宅前 13：05 ～ 13：10

大　桃
薬師堂前 13：20 ～ 13：40

民宿渓山様前 13：50 ～ 14：00

《 舘 岩 地 域 》

《 南 郷 地 域 》

《 伊 南 地 域 》

《 田 島 地 域 》

　犬を飼う場合、飼い主は狂犬病予防法の規定に基づき、登録は生涯１回、狂犬病予防注射は年に１回、
必ず受けさせるよう義務付けられています。
　町では、畜犬登録および狂犬病予防注射を次のとおり実施します。都合により、下記日程で受けられ
ない方は、動物病院などで必ず受けさせてください。

◆ 実 施 日　下記および次ページ
◆ 注射の際に持参いただくもの
　① 手数料　　狂犬病予防注射　１頭につき３，１００円      
　　 　　　　　【内訳：注射済票交付手数料５５０円、予防注射料金２，５５０円】
　　 ※新規登録の場合は、狂犬病予防注射手数料のほかに、登録申請料３，０００円が必要です。
　② 問診票　　犬の登録をされている方へ別途案内通知とともに問診票を送付しますので、
　　　　　　　 必要事項を明記のうえ、当日ご持参ください。

◆ 注射にあたってのお願い
　・犬の体は清潔にし、安静状態で連れてきてください。
　・引き綱は、丈夫な鎖等を使用し、首輪の点検も行ってください。
　・必ず、犬を静止させられる方が注射会場まで連れてきてください。
　・犬が妊娠・病気等の状態にあるときは、必ず注射前に申し出て
　　獣医師の指示を受けてください。
　・フンの始末のできるものを持参してください。
　・犬が死亡したり、譲って飼育していない場合は届け出てください。

※被災された方で南会津町に避難されている方の飼い犬も集合注射を
　受けられます。対象となる被災者の登録住所は、相馬市、南相馬市、
　新地町、飯館村、広野町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、
　葛尾村です。詳しくは、左記までお問い合わせください。 よろしくたのむワン！

■問い合わせ
　本庁環境水道課環境衛生係　 　　℡ 0241-62-6140　　舘岩総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-78-3335
　伊南総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-76-7717　　南郷総合支所振興課環境水道係　 ℡ 0241-72-2114
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４・５月の健診（検診）のご案内

４・５月の日曜当番医

４月１５日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　 ２２日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　 ２９日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

５月　６日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　 １３日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　 ２０日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

　　 ２７日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

４月１７日 火
１ 歳 児 健 康 相 談
（田島地域のお子さん）

13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成23年3月～4月生まれ

５月１７日 木
乳 幼 児 健 康 相 談

（舘岩･伊南･南郷地域）
9：30～9：45 伊 南 会 館

平成23年3 ～ 5月生まれ
平成23年9 ～11月生まれ

５月２４日 木
６～８か月児健康相談
（田島地域のお子さん）

13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成23年9 ～11月生まれ

◆乳幼児健康診査

※町内に住所のない方で受診を希望される方は、町保健センターまでご連絡ください。

※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

４月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター
（御蔵入交流館内）

平成2 3年 1 2月生まれ

５月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 4 年 1 月 生 ま れ

５月２３日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成 2 0年 1 1月生まれ

５月３０日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年10月～11月生まれ

腕１本

春の総合健康診査がスタートします！

でできる ボランティア

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
今
回
は
「
そ
け
い
ヘ

ル
ニ
ア
」
に
つ
い
て
の
お

話
で
す
。

　
「
そ
け
い
」
と
は
、
太

も
も
の
付
け
根
の
部
分
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
け

い
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
一
般
的

に
は
〝
脱
腸
〟
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
立
っ

た
時
や
お
腹
に
力
を
入
れ

た
時
な
ど
に
、
太
も
も
の

付
け
根
あ
た
り
に
柔
ら
か

い
腫
れ
物
が
で
き
、
横
に

な
っ
た
り
、
指
で
押
さ
え

た
り
す
る
と
引
っ
込
む
の

が
特
徴
で
す
。
こ
れ
に
痛

み
や
違
和
感
を
伴
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態

を
放
っ
て
お
く
と
腫
れ
物

が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

り
、
出
っ
放
し
に
な
り
ま

『〝
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
〟に
つ
い
て
』

シリーズ④

県立南会津病院
（外科）

佐竹  賢仰院長

診察室から

す
。
大
き
い
も
の
で
は
子

ど
も
の
頭
ほ
ど
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児

の
も
の
と
成
人
の
も
の
で

は
、
原
因
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
成
人
の
ヘ
ル
ニ

ア
の
原
因
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
そ
け
い
部
に
は

そ
け
い
管
と
呼
ば
れ
る
お

腹
と
外
を
つ
な
ぐ
筒
状
の

管
が
あ
り
、
男
性
で
は
睾

丸
へ
行
く
血
管
や
精
子
を

運
ぶ
管
が
、
女
性
で
は
子

宮
を
支
え
る
靭
帯
が
通
っ

て
い
ま
す
。
年
を
取
っ
て

お
腹
の
筋
肉
が
衰
え
て
く

る
と
、
こ
の
そ
け
い
管
の

入
り
口
が
緩
ん
で
き
ま

す
。
お
腹
に
力
を
入
れ
る

た
び
に
こ
の
緩
ん
だ
部
分

か
ら
腹
膜
が
飛
び
出
し
、

つ
い
に
は
そ
け
い
管
の
中

に
お
腹
と
直
接
つ
な
が
っ
た

腹
膜
の
袋
が
で
き
ま
す
。
そ

の
袋
に
腸
な
ど
の
内
臓
が
入

り
込
む
こ
と
に
よ
り
ヘ
ル
ニ

ア
が
起
こ
る
の
で
す
。
男
性

の
そ
け
い
管
は
女
性
の
も
の

に
比
べ
大
き
く
緩
み
や
す
い

た
め
、
患
者
の
8
割
は
男
性

で
す
。
治
療
は
原
則
手
術
に

な
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
場
合
は
、
腹
膜

の
袋
が
生
ま
れ
つ
き
閉
じ

ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
原

因
で
あ
り
、
経
過
を
見
る
こ

と
で
自
然
に
閉
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
手
術
で
は
、
①

腹
膜
の
袋
を
お
腹
と
つ
な
が

る
根
っ
こ
で
縛
っ
て
切
除
す

る
。
②
弱
っ
た
そ
け
い
管
の

入
り
口
を
緩
ま
な
い
よ
う
に

補
強
す
る
。
の
2
つ
を
行
い

ま
す
。
最
近
で
は
腹
腔
鏡
を

用
い
て
お
腹
の
中
か
ら
直
す

方
法
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

成
人
の
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア

は
自
然
に
治
る
こ
と
が
な

く
、
飛
び
出
し
た
腸
が
戻
ら

な
く
な
り
、
腸
が
腐
っ
て
し

ま
う
「
か
ん
と
ん
」
の
危
険

も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
治

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

４月 24 日（火）

 ・田島税務署　　　　　   10：00 ～10：50

 ・南会津保健福祉事務所  11：30 ～12：30

 ・御蔵入交流館　　　　  14：00 ～14：50

 ・南会津広域消防署　    15：30 ～16：30

　福島県内の採血状況は、震災の影響で
計画通り実施することができず、大変厳
しい状況が続いています。
　４月に町内で行われる献血は次のとお
りですので、献血にご協力ください。

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の
なかったお子さんを紹介します。
今月は 13 人のおともだちがむし歯ゼロでし
た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

渡邉　一
い ち か

花ちゃん

（田島）

大法　陽
ひ な

菜ちゃん

（南郷）

湯田　姫
ひ め る

琉ちゃん

（田島）

渡部　瑛
えいた

太くん

（田島）

森  榎
か り な

梨奈ちゃん

（田島）

星  真
ま お

緒ちゃん

（田島）

樋口万
ま み こ

良子ちゃん

（田島）

湯田　愁
しゅうと

人くん

（田島）

星　大
た い が

河くん

（田島）

湯田　莉
り な

菜ちゃん

（田島）

芳賀　颯
そ う や

也くん

（田島）

鈴木　敦
あ つ し

士くん

（伊南）

月田　沙
さ ら

良ちゃん

（南郷）

　

４
月
に
な
り
、
生
活
環

境
や
職
場
環
境
が
大
き
く

変
わ
っ
た
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

環
境
が
変
わ
る
と
知
ら

ぬ
間
に
が
ん
ば
り
す
ぎ
て

し
ま
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス

が
た
ま
っ
た
り
し
て
、
心

の
病
に
侵
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

心
の
病
の
中
で
も
特
に

多
い
の
は『
う
つ
病
』で
す
。

う
つ
病
は
今
や
７
人
に
１

人
の
罹
患
率
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
病
気
が
そ
う

で
す
が
、
う
つ
病
の
場
合

も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、

そ
し
て
予
防
が
必
要
で
す
。

　

う
つ
病
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
ス
ト
レ
ス
発
散

を
し
な
が
ら
、
日
ご
ろ
か

ら
自
分
の
心
の
健
康
に
気

を
配
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

適
度
な
運
動
も
ス
ト
レ
ス

発
散
に
な
り
ま
す
。

　

う
つ
病
か
も･･･

？
と

思
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
早
め
に
家
族
や
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

大
丈
夫
で
す
か
？

　

  

こ
こ
ろ
の
健
康

町
保
健
セ
ン
タ
ー

０
２
４
１（
６
２
）６
１
８
０

問℡

　今月から総合健診が始まります。日程等は「平成24年度南会津町健康増進事業日程表」で確認し、
年に一度の健診を忘れずに受けましょう。
　今年は健診が充実し、集団健診を受診する方全員に心電図検査、眼底検査を実施します。
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 （
無
形
民
俗
文
化
財
）

　

田
島
地
域
針
生
地
区
の
歳
の
神
は
、
他
で

は
見
ら
れ
な
い
古
式
伝
統
を
引
き
継
い
で

お
り
、
夕
鳥
朝
鳥
と
称
し
雪
で
三
方
を
囲
っ

た
雪
壁
を
築
き
、
神
棚
に
見
た
て
た
そ
の
中

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

■実施日と場所

　４月２５日（水）１３：００～１５：００　本庁

　４月２６日（木）１４：００～１６：００　伊南総合支所

　　※来月は、舘岩総合支所、南郷総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　４月２５日実施分 ･･･ 本庁総合政策課広報情報係　　　TEL ０２４１ー６２ー６２１０

　４月２６日実施分 ･･･ 伊南総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７６ー７７１５

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

新着本紹介のご案内

【児童図書】
だまし絵でわかる脳のしくみ　竹内　竜人　著
草の葉のいろいろ１２か月　　平野　隆久　著
楽しく遊ぶ学ぶげんきの図鑑　中村　裕　監修
もぐらのせんせい　　　　　　斉藤　洋　作
かなと花ちゃん　　　　　　　富安　陽子　作
どうだ！まいったか　　　　　田島　征三　作
トンネルをほる　
　　　　　　　ライアン　アン　ハンター　文

【一般図書】
読書力　　　　　　　　　　　　　斎藤　孝　著
みんな悩んでる　　　　　　　　泉　ピン子　著
図説騎士の世界　　　　　　　　池上　俊一　著
ふるさとをあきらめない　　　　和合　亮一　著
作る力　　　　　　　生活工芸プロジェクト　著
９７歳の幸福論。　　　　　　　笹本　恒子　著
猫弁　　　　　　　　　　　　　大山　淳子　著
地層捜査　　　　　　　　　　　佐々木　譲　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

  ５月の休館日

  ４月の休館日

４月のイベント

宝生流第12回みやび会福島県大会  ～謡、仕舞、鼓等の発表の集い～

■日     時　４月２９日（日）

　　　　　　　９：３０開演（９：００開場）

■入 場 料　無料　 全席自由

■主 催　田島みやび会、山口みやび会、田島宝生会

■問い合わせ　田島宝生会会長　湯田勝巳　 ℡ ０２４１- ６２- ２２７５
　

わくわくとしょかんワーク

《おはなし会》

　■日  時　４月２１日（土） 午前１１時～　

　■場  所　図書館内読み聞かせコーナー

　■対  象　幼児～小学校低学年

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

こどもたちにもっと本を！

『こどもの読書週間』のお知らせ
　「こどもの読書週間」は、１９５９年（昭和３４年）に始ま
りまりました。もともとは、５月５日の「こどもの日」を中心
とした２週間（５月１日～１４日）でしたが、２０００年から
今の４月２３日（世界本の日・子ども読書の日）～５月１２日
になりました。
　この期間中、図書館では、下記の事業を実施します。

たくさん読もう ･ チャレンジ（小学生以下対象）
 ・期間　４月２４日（火）～５月１３日（日）
 ・内容　期間中に１０冊以上の読書に挑戦しよう！
　※見事達成した人はカウンター
　　までお知らせください。

町
指
定
文
化
財

新
た
に
５
件
指
定

　

南
会
津
町
文
化
財
保
護
審
議
会
（
会

長 

辺
見
輝
夫
氏
）
よ
り
、
町
の
文
化
財

に
指
定
す
る
よ
う
答
申
さ
れ
た
、
歴
史

資
料
1
件
、
美
術
工
芸
品
1
件
、
天
然

記
念
物
2
件
、
無
形
民
俗
1
件
、
の
合

計
５
件
に
つ
い
て
、
町
教
育
委
員
会
は
、

３
月
23
日
、
町
指
定
文
化
財
に
指
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
指
定
と
な
っ
た
５
件
を

加
え
、
町
指
定
文
化
財
は
合
計
86
件
に

な
り
ま
し
た
。

槍
銘
奥
州
住
綱
房
（
美
術
工
芸
品
）

　

伊
南
地
域
「
照
国
寺
」
所
蔵
。
中
世
の
伊

南
郷
領
主
河
原
田
氏
が
同
寺
に
納
め
た
槍
。

製
作
者
は
会
津
刀
匠
五
鍛
冶
と
言
わ
れ
た
古

川
系
兼
定
二
代
目
綱
房
で
槍
銘
「
奥
州
住
綱

房
」
と
あ
り
、
地
鉄
の
鍛
え
が
良
く
笹
穂
槍

に
近
い
形
状
を
し
た
大
変
出
来
栄
え
の
良
い

由
緒
あ
る
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
。

戊
辰
戦
争
資
料
一
括
（
歴
史
資
料
）

　

伊
南
地
域
「
照
国
寺
」
所
蔵
。
慶
応
4
年

（
１
８
６
８
年
）
戊
辰
戦
争
時
に
会
津
藩
士
河

原
田
治
部
信
盛
の
長
男
河
原
田
包か

ね

ひ

こ彦
が
、
西

軍
の
進
軍
に
備
え
桧
枝
岐
口
警
護
の
陣
頭
指

揮
を
と
っ
た
と
き
に
身
に
着
け
て
い
た
陣
羽

織
、
袴
、
陣
笠
、
采
配
。
駕
籠
は
治
部
信
盛

が
若
松
か
ら
伊
南
に
来
る
際
に
乗
っ
て
き
た

も
の
。

鹿
島
神
社
の
ト
チ
ノ
キ（
天
然
記
念
物
）

　

舘
岩
地
域
井
桁
「
鹿
島
神
社
」
所
有
。
御

神
木
と
し
て
地
区
住
人
が
献
植
し
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
、
根
元
に
は
小
さ
な
祠
が
あ
る
。

樹
齢
推
定
５
０
０
年
、
樹
高
30
ｍ
、
胸
高
幹

回
５･

０
ｍ
で
、
県
内
の
ト
チ
ノ
キ
で
は
随

一
の
巨
木
と
思
わ
れ
る
。

照
国
寺
の
イ
チ
イ
（
天
然
記
念
物
）

　

伊
南
地
域
「
照
国
寺
」
所
有
。
伝
承
に
よ

る
と
天
正
17
年
（
１
５
８
９
年
）
伊
達
政
宗

勢
に
火
を
か
け
ら
れ
て
焼
失
し
た
同
寺
本
堂

の
再
建
の
折
に
イ
チ
イ
を
植
え
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
樹
齢
推
定
４
０
０
年
、
樹
高

13
・
５
ｍ
、
胸
高
幹
回
３･

３
ｍ
で
、
こ
の

よ
う
な
巨
木
は
県
内
で
も
珍
し
い
。

小
正
月
の
火
祭
り
行
事「
針
生
の
歳
の
神
」

に
祠
を
3
箇

所
つ
く
っ
て

ロ
ー
ソ
ク
を

灯
し
、
周
囲

に
門
松
を
並

べ
て
五
穀
豊

穣
や
無
病
息

災
な
ど
を
祈

願
す
る
。

　

歳
の
神
の

主
役
は
、
田

の
神
と
い
わ

れ
る
大
天
狗

と
小
天
狗
に

扮
し
た
厄
年

の
男
性
2
名

が
務
め
る
。
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会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

初
鏡
わ
が
歳
月
を
見
つ
め
け
り
　
　
　
　
　
　
　 

　
酒
井
　
秀
穂

　

多
彩
な
る
列
に
加
は
る
初
詣
で
　
　
　
　
　 

　
　
　
堀
田
た
か
女

　

雪
の
夜
の
湯
豆
腐
舌
に
ま
ろ
び
け
り
　
　
　 

　
　
　
馬
場
　
彩
幸

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
　
　
保
子

　

雪
解
け
の
水
か
さ
増
し
し
里
の
川

                

岸
に
ほ
つ
ほ
つ
猫
柳
萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
　
　
由
子

　

昔
の
こ
と
ま
た
繰
り
返
し
言
ふ
友
に

                

心
を
開
き
う
べ
な
い
て
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
　
業
子

　

折
々
は
淡
々
見
え
て
雪
雲
は

                

ひ
と
日
動
か
ず
雪
降
り
こ
ぼ
す

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
千
歩
に
も
充
た
ぬ
ひ
と
日
や
冴
へ
返
る
　
　
　
　
猪
股
有
隣
子

　
そ
れ
歩
け
や
れ
転
ぶ
な
と
春
の
土
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
い
ち
お

　
雛
去
り
て
卯
月
跨
ぎ
し
武
者
人
形
　
　
　
　
　
　
星
　
　
柳
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
留
守
を
詫
び
留
守
に
詣
で
る
彼
岸
か
な
　
　
　
　
り
つ
子

　
啓け

い
ち
つ蟄

や
婆
や
の
軽
き
足
運
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
　

　
日
脚
伸
ぶ
話
題
つ
き
ざ
る
立
ち
話
　
　
　
　
　
　
　
白

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

針
の
穴
窓
辺
に
か
ざ
し
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
　
　
　
河
原
田
光
子

　

夕
暮
れ
の
チ
ャ
イ
ム
聴
い
て
る
軒
氷
柱
　
　
　
　
酒
井
　
栄
子

　

い
つ
や
ら
か
五
人
囃
子
の
笛
い
ず
こ
　
　
　
　
　
平
野
恵
美
子

まちの文芸

　「ふるさとを忘れずに」 
埼玉県川口市　児山　浤

ひろし

　

　檜沢村福米沢で子供時代を過ごしました。部落
は山と川の間に帯のような状態で散在しており、
東は田島の方向に双股山、西には駒止峠があり、
その間に箱庭のようないくつかの小さい集落が
あって、今も昔と変わっておらず私の頭の中に焼
き付いて消えることはありません。
　中学に入ってからは会津若松まで汽車通で、朝
は５時の汽車に乗り、帰りは８時頃に家に着くと
いった毎日でした。朝晩とも星を仰ぎ、帰りの闇
夜は途中のお墓が怖くて走り抜けていたことや冬
は腰まで雪に埋まって歩いたことなどを思い出し
ます。こうした子供時代の思い出は、年老いても
夢に見ますし、決して忘れることはないですね。
　上京した頃の東京は荒廃しており、食も住も現在
のホームレスとあまり変わらない生活ぶりでした
が、お互いに助け合いながら生き抜きました。ふる
さとや友人たちを思い出して感謝しております。
　今、福島は、地震・津波や原発事故の被害を受け、
大変な苦労をしておりますが、ふるさとは大きな
災害のときだけに思い出したり、助け合ったりす
るものではないですね。継続した支援が大切だと

思います。
　私は北陸・名古屋・関西・四国地方など２０年
間の転勤生活を併せて６０年近いサラリーマン経
験があります。教育行政一筋の仕事でしたので、
図らずも６０歳時に文部大臣表彰、７０歳で勲四
等旭日小綬賞を受賞いたしました。また、８０歳
になっても現役で働けること、冬になれば若者
たちと一緒にスキーができる健康を保っているの
は、若い時代に鍛えた賜物だと思っています。
　都会で働く皆さんは周囲に沢山の友人を持って
いる筈です。特にふるさと時代から培ってきた仲
間との交友関係を大切にし
ながら苦楽を共にすること
が、将来にわたって生きる
力をつけることにつながり
ます。｢ふるさと南会津会｣
は皆さんの入会を待ってい
ます。ふるさと会の広報誌
は、旅行や就職などの情報
を皆さんにお届けしていま
す。

児山　浤さん

（福米沢出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

　「クラフトあじさい」は、紙のテープを編ん
でカゴやバックを作るサークルです。
　とっても和やかな雰囲気の中、月２回活動し、
いろいろな作品を作っています。
　初心者の方も先生が丁寧に指導してくれます
ので安心です。一緒に楽しく編んで、お気に入
りの作品を作ってみませんか ?

　毎月、第２、第４水曜日の９時３０分から１２
時まで、御蔵入交流館で活動しています。会費
は１回５００円で、先生は室井ひろみさんです。
　時間内にお越しいただければ、どなたでも参
加できます。見学も受け付けておりますので、

文化団体の紹介 24○

サークルのメンバーと編み上がった作品

お気軽においでください。

クラフトあじさい
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えびす
【作り方】

①  味噌をアルミ箔に載せて、弱火で焼い
　  て焼き味噌を作ります。
②  くるみはきざんでおきます。
③  そば粉、小麦粉、くるみ、山椒の粉、
　  焼き味噌、砂糖を混ぜて、少しずつ水
　  を加えながら耳たぶ位の固さにこねま
　  す。
④  形を整え、箸で山になるように２か所
　  押さえます。
⑤  蒸し器で１５分～２０分位蒸します。
　  蒸しあがったら５㎜位の厚さに切って
　  食べます。冷めたら少し焼くと香ばし
　  く、おいしくいただけます。

※小麦粉が多いとべたべたになってしま
　いますので、注意してください。

【材　料】４人分
そば粉 ２カップ、小麦粉 １/ ２カップ、
くるみ１/ ２カップ、山椒の粉 小さじ１．５、
味噌 大さじ４、砂糖  大さじ３、水１/ ２
カップ

結婚式やお祝いの時に、硯
すずり

の蓋を器に見
立てて、料理をのせていました。それを
硯蓋と言います。
針生では、結婚式には、尾頭付きとは別
に、硯蓋に５品から７品を載せていまし
た。えびすはその中の一品です。

今回の先生は、阿久津あきさん（針生）です

1

1

２

２

３

３

天井が高く開放感のある南郷保育所

南郷保育所の初めての入所式に臨む児童ら

新しい教室で友達と元気に遊ぶ年長組の児童

南郷保育所開所


